
『既存トマトハウス（土耕）での炭酸ガス施用技術の取り組み』

【全体概要】
三重県北勢地域にある冬春トマト産地の木曽岬トマト部会は、年２作体系の作型が主流であることもあり部会単収が低い。そん

な中、若手生産者がモデル農家となって国事業を活用して、高軒高施設における複合環境制御の導入等により単収及び部会出
荷量の向上に取り組んでいる。

そこで、モデル農家の環境制御技術のノウハウや、当事業で取り組む既存栽培施設での環境制御技術導入による生産性向上
の効果分析、経営収支分析を活かし、当技術の普及と共に単位面積当たり収量の向上及び部会出荷量の向上を目指す。

新品種・新技術の確立
支援事業 取組概要

（H30～H31 ）

と 新品種・新技術等の概要

＝三重県＝

主な取組内容

①循環扇活用型施用と暖房ダクト施用の有効性を確
認したところ、施設CO2濃度分布の均一化や果実
肥大の向上がみられ、ダクト施用の有用性が示され
た。ただし、暖房機との連動のため、暖房機設置位
置とダクト配管に課題を残した。
②抑制栽培収穫終了後に半促成栽培を開始。今後、
半促成栽培の収量性の確認を行う。

〇既存栽培施設（土耕栽培）での環境制御技術（CO2施用技術）
導入による産地単収の向上に向け、次の二つの実証を実施。

①抑制長期栽培
（９月定植、１２月～６月収穫）において
暖房ダクト活用による炭酸ガス施用の
有効性確認

②抑制栽培（９月～１２月収穫）＋
半促成栽培（３月～６月）において

炭酸ガス施用の有無による有効性確認
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【県農業研究所】 

・検討会への参画 

・現地実証にかかる助言 

 

【県行政担当課】 

・検討会への参画 

・県農業振興方針への反映 

 

 

 
【農業革新支援専門員】 

・事業計画の作成・運営 

・検討会の開催 

・関係機関との調整 

【実務者（量販店）】 

・検討会への参画 

・高品質トマトの評価判定 

 

【生産者】 

・実証圃栽培管理 

・管理記帳 

 

 

 
【JA みえきた木曽岬ト

マト部会（全農みえ・Ｊ

Ａ）】 

・販売にかかる調整 

 

 

 

【地域普及センター】 

・検討会への参画 

・実証圃運営管理、調査 

実施体制図

課題と今後の対応

①循環扇活用型施用（炭酸ガス発生機の排気口から施設内に
直接炭酸ガスを施用し、循環扇を稼働）と、暖房ダクト施用（炭
酸ガス発生機と暖房機の吸気口を近接設置し、通路のダクトを
利用）の比較（CO2施用濃度差、収量、品質）を実施。

CO2濃度設定は450ppm（1月下旬期）
②抑制栽培において、CO2施用の濃度分布状況を確認し、半促
成栽培において、CO2施用による収量性について、無施用で
あった過去平均並びに部会の過去平均と比較を実施。
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